


































では、コフカ（K. 1886 ～ 1941）やケーラー
























ル（F, 1844 ～ 1904）、自然地理学ではフンボ
ルト（A. von 1769 ～ 1859）およびリッター







































































































































































































私は、1950年 1月 23 日に購入している。原
書の購入が困難な時期のことである。
本書の序論部分は、先述のエマニュエル・
ド・マルトンヌによるアルベール・ドマンジョ
ンの研究概要、彼による出版物のリストにあ
てられている。研究報告は、1902 年の『カイ
アルベール・ドマンジョンの集落論に憧れて ソルボンヌ（パリ大学）に留学
7
ザーシュトゥールからブリスガウに至る地理
学への寄与』（アナール・ド・ジェオグラ
フィー、巻 56号）である。ドイツ南西部の小
さな村落の地誌である。なんと小さな村落を
取りあげたことか、と疑いたくなる。この論
文を踏み台にして、翌 1905年、彼は『ピカル
ディー平野：ピカルディー、アルトア、カン
ブレシス、ボーヴェーシス、フランス北部の
白亜層平野に関する研究』pp. 495、をアルマ
ン・コラン社から出版した。この書は地誌研
究のモデルと評価された評判の高い地誌書で
あって、これによって、彼はフランス地理学
界における地歩を固めた。
彼は 1902 年以来、1940年に至るまで数多く
の研究をいろいろの機関紙に発表しており、
『フランスに関する諸著作のレビュー』は、没
後の1941年に『アナール・ド・ジェオグラフィ』
に発表されている。同じく彼の師にあたるヴィ
ダル・ド・ラ・ブラーシュとルシアン・ガロア
との共同編集した『世界地理』では、『フラン
スの経済・人文地理学』を担当したが、この大
部の著書が出版されるのを待たずに、残念なが
らこの世から姿を消してしまった。
Ⅴ．『人文地理学の諸問題』Problèmes de
géographie humaieの概要
目次を含めると 407 ページに及ぶ本書は、
かつての同僚エマニュエル・ド・マルトンヌ
の解説部分が 10 ページ、研究論文を年代順に
挙げたリストが 12ページに及んでおり、その
あとに続く本文は、第Ⅰ部が地理学通論、第
Ⅱ部が地誌というような構成である。
これらのうち、第Ⅰ部の通論では、1）人文
地理学の定義、2）人口過剰、3）経済の諸問
題（国際経済の現在における諸側面、国際経
済の新しい諸側面、鉄道と道路）、4）農村集
落（ヨーロッパ西部における農地制度の集落
様式に及ぼす影響、農村集落の地理学、農家
の分類に関する試論）、などがとりあげられて
いる。これらのうち、4）の農村集落 habitat
ruralに関しては、フランス西部の散居と東部
の集居という二つのタイプが対比され、この
ようなタイプの違いは、自然条件の違い、社
会条件の影響、農業条件の影響、などによる
ものと分析している。そうしてドイツ学派の
平面形態論とは異なり、1）輪作する村落、2）
隣接耕地の村落、3）分散耕地の村落、という
ように集居村落を機能的に分類する。これに
対し散居村落については、1）歴史的に、最初
から、つまり古代からの分散、2）挿入された
分散、3）二次的分散、4）近代における一時的
分散。このように機能的な分類を行っている。
本書の第Ⅱ部は地誌研究をまとめたもので
ある。彼が取りあげた地域は、フランス中西
部のリムーザン、北部、北海（漁港）などの
国内にとどまらず、鉄鋼業のダルース（アメ
リカ合衆国、ミネソタ州中北部）、アフリカ中
部のニジェールなどが分析の対象となってい
るが、その数は少ない。
アルベール・ドマンジョンは、パリ生まれ
の純粋のパリっ子であった。しかしパリ市内
に関する研究は全く行っていない。彼の関心
はフランス全域および範囲は広くないが、わ
ずかながらの海外地域であった。彼はパリ大
学教授であったことから、パリに強い愛着を
いだいていたと思われる。だからこそ、研究
対象地域をパリ以外にとり、冷静に、客観的
に観察する必要があったものと、私は考える。
